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北西部北太平洋における氷期－間氷期の生物ポンプ効率の比較

Comparison of biological pump efficiency between Holocene and glacial periods in the
northwestern North Pacific
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北西部北太平洋やオホーツク海の表層環境の氷期－間氷期における劇的な変化は、近隣に位置する日本を含め
た東アジアの気候変化に密接に影響を及ぼしていると考えられている。さらに、これらの海域は荒天域であるこ
とから、現在のみならず、将来の環境予測には欠かせない過去に遡った物質循環研究の空白域であった。ここ数
年、活発に同海域における海洋観測や試料採取が行われるようになり、徐々に過去の海洋環境像が明らかになり
つつある。本研究では、表層で生産された有機物がどの程度海底まで運ばれていたのか、現在のような暖かい時
代と氷期とでは植物プランクトンの生産の効率がどう異なっていたのかを比較することを目的とした。1998 年と
2000 年において「みらい」で採取された海底堆積物を用いて、それに含まれる生物起源物質である有機炭素含有
量の分析を行い、オホーツク海を含めた北西部北太平洋高緯度域における現在（堆積物表層）と最終氷期とで基
礎生産量の推定を行った。
　堆積物は、外洋域においては極前線付近に位置する推古海山上（45N, 170E）、亜寒帯ジャイア内（50N, 165E）

でそれぞれ１点づつ採取した。一方、オホーツク海付近では、クルゼンシュターナ海峡近くのオホーツク内側（49N,
153E）とブッソル海峡付近の太平洋側（43N, 152E）でそれぞれ１点づつ採取した。　古基礎生産量（PaP）の算
出は、この有機炭素含有量（Corg）の結果と堆積物の密度（DBD）、堆積速度（SR）の値から、３つの式（１～３）
を用いて行った。
　基礎生産量は最も北の観測点を除いて、極前線付近、亜熱帯域のいずれにおいても、現在の温暖期よりも最

終氷期最寒期（約 2 万年前）においてやや高く、氷期の方が温暖期よりも生物による炭素吸収効率が高かったこ
とが示唆された。一方、オホーツク海付近の生産量は、氷期、温暖期とも外洋より高かった。特徴的なのは、氷
期と温暖期の差はあまり見られないものの、氷期から温暖期への移行期に高い傾向にあったことである。オホー
ツク海の場合は、海氷の存在が表層生物相や基礎生産量に大きく影響を及ぼす。氷期にはオホーツク全体に拡大
していたと思われる季節的な海氷が、融氷期にその範囲を急激に狭め、氷河性砕折物の降下や栄養塩の表層への
十分な供給によって、生産が増大したのではないかと考えられる。
　生物ポンプ効率は、現場海域における輸出フラックスによって決まり、輸出フラックスは、生物生産力の季

節性を反映すると考えられる。つまり、生産力の季節性が高い場所（１年の全生産量の大部分がある短期間で生
産されてしまうような場所）では、表層での生産有機物が効率よく海底へ運ばれるが、季節性がない場所（１年
中同程度に生産が続く海域）では効率が良くない。そこで、本研究海域における生産の季節性をセジメントトラッ
プの結果４）から推測し、生物ポンプ効率を完新世と最終氷期とで比較を行った。その結果、をこの海域におけ
る生物ポンプの効率は若干ではあるが、氷期に良いことがわかった。
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